
カンパニアにおける古代エジプト文化の影響
―　チェラミカ・インヴェトリアータからの一側面　―
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はじめに

　これまでローマ陶器についての研究は、多彩な装飾をその特徴とし、地中海全域、ヨーロッパ

大陸内部、及びアフリカ大陸にまで広く分布しているテラ・シジラータTerra Sigillataと呼ばれ

ている赤色光沢陶器Red-gloss Potteryに関するものに集中していた１。しかしながら、最近その

他のローマ陶器、例えばチェラミカ・ア・パレティ・ソティリCeramica a Pareti Sottili（薄手土

器）やチェラミカ・コムーネCeramica Comune（日用土器）などの研究も注目を集めるようにな

っている２。本論で取り上げるイタリア語でチェラミカ・インヴェトリアータCeramica 

Invetriata３と呼ばれているローマの施釉陶器も、これまで研究テーマとして取り上げられること

の少なかったものの一つである４。

　以下、第一章において、一般的にはエジプトからの影響と考えられているチェラミカ・インヴ

ェトリアータの定義付けを行い、そのアイデンティティーを明らかにする。第二章では、二つの

環状把手部を持つチェラミカ・インヴェトリアータの特徴を出土例の分布状況から指摘する。第

三章では、古代エジプト文化のイタリア半島への伝播をセラピス崇拝の痕跡から確認し、エジプ

ト起源と考えられているチェラミカ・インヴェトリアータの伝播ルートを想定する。以上のこと

から、東地中海地域における文物の移動とその結果をチェラミカ・インヴェトリアータという特

徴的な一資料を通じて考察する。

第一章　チェラミカ・インヴェトリアータについて

　R. J. チャールズトンCharlestonによると、ローマの施釉陶器の一種であるチェラミカ・インヴ

ェトリアータの特徴は以下のようになる。�金属細工器の形を模倣している。�鉛釉 lead glaze

が用いられ、外側が緑色系の色、そして内側が黄色系の色である。�上下逆さまにして窯に入れ

られるため釉薬の流れ具合に特徴がみられる５。一方L. カレッタCarettaによると、その特徴は、

アルカリ釉alkaline glazeを釉薬として施されて焼成されたものであり、色には青色、緑色、そし

て黄色のものがあるとなっている６。またG. M. A. リクター Richterは、鉛釉、アルカリ釉、双方

ともが青緑色の釉薬で覆われているとしている７。以上のように、この施釉陶器の定義は、必ず

しも一定しているとは言えない。

　H. ハッチャー Hatcherらによるアシュモレアン博物館とルーブル美術館所蔵のローマ時代に年

代付けられる施釉陶器の研究からも、それらの外側の色は５９個中５４個が青緑色系及び黄色系であ

ること８と、E. R. カレイCaleyによって行われたタルソスTarsusで大量に出土したこの施釉陶器

に対する化学分析結果から、鉛釉だけではなくアルカリ釉の元となる珪素Siliconもまた検出され
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たこと９（表１参照）から、チェラミカ・インヴェトリアータとは、青緑色系及び黄色系で鉛釉

及びアルカリ釉を用いたローマ時代にローマ帝国の勢力下にあった地域で製作された施釉陶器を

指すと広い意味でとらえた方が適切であろう。ただし鉛酸化物の割合が高いものを自動的に鉛釉

と定義するならば、タルソス出土のものは鉛釉と言える。色の違いは、焼成時における窯の中で

の温度と鉛あるいはアルカリ性の物質の含まれる割合によるものと考えられる。

　これらの施釉陶器は、イタリア半島だけでなく、シリア、キリキア、エジプト、南アラビア、

キプロス、南ロシア、フランス、ハンガリー、イギリスなどで出土している１０。エジプシャン・

ファイアンスEgyptian Faienceのようにポピュラーではないため、基礎研究が少なく１１産地でさ

えもまだ完全に確定されているとは言えないが、国立ナポリ考古学博物館The National 

Archaeological Museum of Naples所蔵の浮彫動物文様杯（図１）と同じものがエジプトのメンフ

ィスで出土していることから１２、少なくともそのうちの一つはメンフィスにあったと考えられて

いる１３。メンフィスは、プトレマイオス朝時代からローマ時代にかけてエジプシャン・ファイア

ンス、あるいは青釉や緑釉陶器の産地として知られていたことから１４、おそらくこの主張は的を

射ているであろう。

　リクターによると、エジプトの青釉陶器の影響は、人頭型や動物型をしたアリュバロス

aryballos１５にしばしば見られる１６。またエジプシャン・ファイアンス及びエジプトの施釉陶器に

は、チェラミカ・インヴェトリアータにも用いられていたアルカリ釉が使用されていた１７。カレ

ッタはキリキアのタルソスとエジプトのアレクサンドリアにも生産地があったと述べている１８。

クレオパトラ７世の治世、キリキアは、プトレマイオス朝の支配下にあったことから、エジプト

から製法が伝わった可能性が十分考えられる。またシリアのアレッポにも生産地があったと考え

られている１９。

　ポンペイでは、この種の施釉陶器がかなりの数発見され、国立ナポリ考古学博物館で展示され

ている。装飾が施されたカンタロス杯やスキフォス杯、そしてランプなどがこの施釉陶器で作ら

れた２０。またポンペイからは、特に古代エジプトの神であったプタハ神、ベス神、そしてソベク

神であろうと思われるワニ、カエルなどがチェラミカ・インヴェトリアータと同様に施釉の施さ

れたテラコッタ・インヴェトリアータTerracotta Invetriataとして作られた２１。イタリアでは、ア

ウグストゥス期にアレクサンドリアからガラス職人がカンパニア地方のクマエCumaeに移住し

てきたと考えられているため２２、チェラミカ・インヴェトリアータの製作法もその時に持ち込ま

れた可能性がある。このことは小アジアで出土したチェラミカ・インヴェトリアータと同じ物と

考えられる環状把手部分を持つ施釉陶器の年代のほとんどがアウグストゥス期に集中していると

いうF. F. ジョーンズJonesによる指摘２３と、アウグストゥス期にはチェラミカ・インヴェトリア

ータの装飾文様に良く用いられた植物文様など自然からとられたモチーフが特に好んで用いられ

―　２　―

合計（％）一酸化ナトリウム酸化カルシウム酸化第二鉄酸化第二銅二酸化珪素鉛酸化物

１００．００．９１．００．８３．２２９．７６４．４緑釉陶器

１００．０１．２２．８８．５未検出３７．９４９．６黄釉陶器

表１：緑釉・黄釉陶器の成分分析（E. R. Caley, “Results of a Chemical Examination of Some Specimens 
of Roman Glaze from Tarsus”, AJA ５１（１９４７）, p. ３９１�tableⅡを参考として作成）



たというリクターによる指摘２４などにより補足される。

　国立ナポリ考古学博物館所蔵の浮彫動物文様杯（図１）と同型のものと古代エジプトの神々を

模したものは、明らかにエジプトの影響と言えるが、それ以外のものはどうであろうか。国立ナ

ポリ考古学博物館に所蔵されているチェラミカ・インヴェトリアータ製の二つのカンタロス杯

（図２）を例に考えてみよう２５。筆者の知る限りにおいて、少なくともこれらのカンタロス杯と

メンフィスで出土した施釉陶器群の間に器形の類似性は見られず、むしろこれらのチェラミカ・

インヴェトリアータ製のカンタロス杯は、その環状把手部分の類似性から、ポンペイのメナンド

ロスの家から出土した銀製のスキフォス杯（図３）２６や、ポンペイ近郊のウィラであるボスコレ

アーレBoscorealeのセッテ・テルミニの別荘から出土した銀器などを模倣したものと考えられ

る２７。これらのいわゆる「ボスコレアーレの遺宝」Boscoreale Treasureもまた、アウグストゥス期

のものと考えられている。

　チャールズトンは、装飾と二つの環状把手部を持つ容器が明かに、同様の環状把手部を持つ銀

の打ち出し細工repoussÈに由来すると指摘している２８。ジョーンズ、カレッタ、そしてJ. W. ヘイ

ズHayesらもまた、このチェラミカ・インヴェトリアータの把手部分に注目し、銀器からの影響

を提案している２９。チェラミカ・インヴェトリアータのオリジナルが金属器であったという説

は、M．ロストフツェフRostovtzeffによってもなされている３０。少なくとも、カンパニアから出

土するチェラミカ・インヴェトリアータについては、銀器の影響が確かに見られる。

第二章　二つの環状把手部を持つ杯

　第一章で紹介したポンペイ出土の二つのカンタロス杯（図２）は、エジプトの影響を受けたも

のだと考えられている。側面には植物文様がめぐらされている。この植物文様は古代エジプトの

容器などにしばしば見られる文様である３１。把手部分は別々に取り付けられ、全体に釉薬が施さ

れており、外側は深い黄色、そして内側は、一方は黄色、もう一方は青緑色である。口縁部に見

られる釉薬の溜まり具合から、逆さまにして焼成されたものと思われる。まさに第一章で述べた

チャールズトンによるチェラミカ・インヴェトリアータの定義に完全に当てはまると言える。こ

れらのカンタロス杯以外にも、ポンペイ出土のスキフォス杯が数例（国立ナポリ考古学博物館登

録番号２２５７８と２２５７６など）知られている。それらの側面にも植物文様がなされている。

　第一章で述べたように、チェラミカ・インヴェトリアータの出土例は、広範囲に渡り、イタリ

ア半島だけでなく、東は南ロシアの黒海北岸に位置するオルビアOlbiaから、西はイギリスのコ

ルチェスター Colchesterにまでわたっている。スキフォス杯あるいはカンタロス杯の形状をした

二つの環状把手部を持つこの器形は、この種の施釉陶器にしばしば見られるものである。地図１

はチェラミカ・インヴェトリアータの出土例の分布状況を示したものである。

　この地図から判断すれば、チェラミカ・インヴェトリアータは、東地中海地域で特に出土して

いることがわかる。そして同時に、ハッチャーらの統計学的研究成果により、チェラミカ・イン

ヴェトリアータの大量出土が確認されているイギリスのコルチェスターからは、二つの環状把手

部を持つものは一つも出土していないことがわかるのである３２。また東地中海沿岸地域では、二

つの環状把手部を持つチェラミカ・インヴェトリアータの出土例が数多く知られている。これら

のことは二つの環状把手部を持つチェラミカ・インヴェトリアータの杯が東地中海沿岸で特に好
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まれたのものであったということを意味するであろう。また、把手部上に付く蹴爪形の小さな平

版Knobbly handle-plates３３はないが、ヘイズによれば、一般的に類似の器形が紀元前３世紀初頭

のアレクサンドリアで見られるため、アレクサンドリアの職人集団によって影響を受けたものと

考えられている３４。

　しかしながら、第一章で述べたように、この施釉陶器の器形がウェスウィウス山麓にあるウィ

ラで出土する銀器を模倣したものであるとするならば、また東地中海にその出土例が集中してい

ることから考えれば、アレクサンドリアとの関係のみならず、ローマ世界と東地中海地域との密

接な関係が想定されるべきである。実際アウグストゥス期およびそれ以降のローマによる東方属

州政策は、対パルティアを核として重要視されていたため、ローマの文化が東地中海地域に流入

し易い状況を作り出していた。東地中海地域の属州には、様々なローマの文物が流入したであろ

う。そして、その中にチェラミカ・インヴェトリアータのデザインの元となった銀器も含まれて

いたと思われる。しかしながら、一方で東地中海地域からローマへと文物が流入したという可能

性にも留意すべきである。

　我々がこの二つの環状把手部を持つ施釉陶器について考える際、考慮に入れなければならない

ものの一つに東地中海地域、特に小アジアやシリアで出土する施釉陶器がある。これらの施釉陶

器にもスキフォス杯型で二つの環状把手部を持っていることをその特徴の一つとしているものが

知られているのである（図４）３５。両者間の明らかな違いは外面に施されたその文様にある。こ
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地図１：紀元１世紀におけるチェラミカ・インヴェトリアータの出土地（H. Hatcher, A. Kaczmarczyk, A. 
Scherer and R. P. Symonds,“Chemical Classification and Provenance of Some Roman Glazed Ceramics”, 
AJA ９８（１９９４）, p.４３９�fig.１）



れまで述べてきたイタリアで出土するチェラミカ・インヴェトリアータの文様のほとんどが植物

文様（図５）であるのに対し、小アジアやシリアで出土するものには、人物や動物が描かれてい

ることが多い。しかも描かれる対象は、いつでも動きがあるのである。例えばギリシア神話のモ

チーフ３６、飛天や、馬上から弓を射る人物（図６）３７などが描かれているのである。またさらに注

目すべきものが、シリア砂漠の隊商都市パルミラに見られる。パルミラの地下墓から主に出土す

る石棺上の彫像や納体室の前面に置かれる彫像には、二つの環状把手部を持つ容器を手に持つ人

物がしばしば彫られているのである（図７）３８。色が施されていないため器形以外は明らかでな

いが、ローマの影響下にパルミラがあったことを考慮すれば、この容器がチェラミカ・インヴェ

トリアータあるいはその原型の銀器である可能性も考えられる３９。

第三章　セラピス崇拝とチェラミカ・インヴェトリアータの伝播

　ローマ時代にエジプト文化の影響は、様々な形でイタリア半島へともたらされた。セラピス

Serapis崇拝もそれらのうちの一つである。セラピス神は、エジプト在住のギリシア人たちを政

治的に一つにまとめるために紀元前３世紀頃創り出された全く新しい神であった４０。それは古代

エジプトの神オシリスと聖牛アピスの属性を備えていた４１。アレクサンドリアを中心として崇拝

され、最終的に地中海全域へとその信仰は拡大した。カンパニア地方には、紀元前２世紀の終わ

り頃にはたどり着き、エジプト神信仰に対する度重なる弾圧にもかかわらず、後にローマ帝国全

土で広く崇拝されるまでになる４２。

　セラピス神は、古代エジプトの神オシリスだけでなく、ヘレニズム世界の様々な神々の属性を

持っていた。例えばセラピス神は、ディオニソス、アムン、ヘリオス、ハデス、そしてアスクレ

ピオスなどの特徴を兼ね備えた混合神であった４３。紀元前１世紀後半にシクロスのディオドロス

は、著書の中で、セラピス神について以下のように紹介している。

　「ある人々は、オシリス神がセラピス神であると主張する。またある人々は、セラピス神はデ

ィオニソス、プルート、アムン、あるいはユピテルだと言う。パンと呼ぶ人々もいる。そして幾

人かはセラピス神が、ギリシア人たちの間でプルートと呼ばれている神であるという」

 ��������������������������������� （DIODORUS,Ⅰ , ２５）

　このような記述からもわかるように、セラピス神は地中海地域に暮らす人々の生活の中に深く

浸透していたことがわかる。その浸透は東地中海地域、特に小アジアに点在するセラピス神殿の

分布により明らかである（地図２参照）。

　またチェラミカ・インヴェトリアータが大量に出土しているタルソスは、チェラミカ・インヴ

ェトリアータの生産地の一つであったという指摘が以前からなされており、また、タルソス出土

の遺物に使用された粘土がイタリアのものと極めて似ているという指摘がなされていることから

も４４、セラピス崇拝の広がりとチェラミカ・インヴェトリアータの伝播とを考える上で注目すべ

き地点であろうと思われる４５。１９３４年にH. ゴールドマンGoldmanによって行われたタルソスのゲ

ズリュ・クルGẑl ̧Kuleにおける発掘調査の際にセラピス神を模したテラコッタ製彫像とスキフォ

ス杯と思われるチェラミカ・インヴェトリアータの断片が共に出土していることからも両遺物間
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の時代的、地域的関係が強調されるべきであろう４６。

　地図１と地図２とを比較した時、我々はチェラミカ・インヴェトリアータの出土地とセラピス

神殿の存在する場所との重複と偏りとに気付く。つまり東地中海地域、特に小アジアにおける集

中という現象である。この地理的偏りを最も素直に解釈するならば、エジプトからイタリアへの

文物の移動には東地中海ルートが用いられていたということであろう。K. グリーンGreeneは、

プリニウスとルキアノスの記述をもとに、季節風や海流などの自然現象に大きく左右される東地

中海ルートの存在を以下のように示唆している４７。

　「穀物の輸送船団は、ローマ市へ運ぶエジプトの新しい穀物を積み込むためプテオリからアレ

クサンドリアまで航海を行ったが、これには九日間を要した。ところが帰路は、一、二箇月もか

かっている。これは、この地域でしばしば起こる風がエジプトに向かって吹いており、貨物を積

んだ船はキプロス島へと北向きに間切りを行い、それからトルコとギリシアの海岸線を西に向か

って間切る必要があったからだ」４８。

　またエーゲ海では、５月から１０月までエテジアンvents ËtËsiensと呼ばれる北風が北から南に

向かって吹くことも考慮されるべきであろう４９。その上、海流は、キプロス島を中心として反時

計回りに流れていたのである５０。このような東地中海特有の自然環境がエジプト文化を東地中海

経由でイタリアへともたらした原因の一つであるのかもしれない（第３地図参照）。

　もう一つの理由として、以上のような自然環境を利用した沿岸航行が考えられる。F. ブロー

デルBraudelによると１６世紀においてでさえ地中海における航海とは、沿岸を進むことを意味し

―　６　―

地図２：セラピス神殿の分布（G. J. F. Kater-Sibbes, Preliminary Catalogue of Sarapis Monuments

（Leiden, １９７３）より作図）



ていた５１。古代エジプト文化の影響は、東地中海沿岸の港湾都市から、さらに次の停泊地である

港湾都市へともたらされ、イタリア半島にまでたどり着いたのである。

おわりに

　エジプトからファイアンス製作の手法を元にした施釉技法が東地中海沿岸を通り、イタリア半

島へと伝わり、古代エジプトの神々の彫像に対してはテラコッタ・インヴェトリアータとして、

そして容器やランプなどにはチェラミカ・インヴェトリアータとして用いられ発展したのであろ

う。これまで述べてきたように施釉技法については、エジプトの影響が見られるのは確かであ

る。しかしながら、本論第二章で考察したような環状把手部分を持つ容器などについては東地中

海沿岸の都市からの出土例が数多く知られていることから、その器形の起源については、エジプ

トとは必ずしも言えないであろう。チェラミカ・インヴェトリアータ製の二つの環状把手部を持

つスキフォス杯は、アウグストゥス期に製作法をエジプトのメンフィスから、あるいはタルソス

やアレッポなどの東地中海都市から、そして器形については、これまで考えられていたようなウ

ェスウィオ山麓のウィラというよりも、むしろタルソスなどの小アジア地域からとって作られた
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地図３：東地中海特有の自然環境（P. J. Riis, Sukas I: The North-East Sanctuary and the First Settling 

of Greeks in Syria and Palestine（Kobenhavn, １９７０）, p.１６５�fig.５８）



複数地域間の文化接触の賜であると言えよう。E. S. グルーエンGruenによる「ローマにおいて

彫像などに見られる古代エジプト美術の影響は、共和制末期にのみ現れる」という指摘もまた紀

元前後におけるエジプトとローマとの文化接触の目に見える痕跡であろう５２。

　古代エジプトの神々を模したものと、二つの環状把手部を持つスキフォス杯あるいはカンタロ

ス杯とは、同じ施釉の中でも一括りにせずに、区別して扱われるべきかもしれない。前者は当然

エジプトとのつながりを、そして後者はその独特の器形のため小アジアやシリアとの関係を重視

すべきであろう。チェラミカ・インヴェトリアータは、セラピス神崇拝と同様にローマ帝国の広

範囲な情報・流通網の中に組み込まれて行ったのである。我々はこの施釉陶器の分布により、そ

の情報・流通網を目で追うことが可能となる。

（付記）本論作成にあたり、貴重な文献を提供していただいた古代学研究所助教授坂井聰先生及

び関西大学の比佐篤、森大樹両氏には文末ながら記してお礼申し上げます。
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図１：浮彫動物文様杯（R. J. Charleston,“Roman Pottery”, in R. M. Cook and Charleston, Masterpieces of 

Western Ceramic Art vol.Ⅱ , Greek and Roman Pottery （Tokyo, １９７９）, p.３５, fig�８６）

図２：チェラミカ・インヴェトリアータ製のカンタロス杯（S. De Caro, The National Archaeological 

Museum of Naples （Napoli, １９９６）, p.２３９）
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図３：ポンペイ出土の銀製スキフォス杯（De Caro, op.cit., p.２３０）

図４：二つの環状把手部を持つパルティアの施釉陶器（K. Parlasca,“Roman Art in Syria”, in H. Weiss
（ed.）, Ebla to Damascus ― Art and Archaeology of Ancient Syria ―（Washington, １９８５）, pp.３８８, ４２４, 
cat. No.２２６）
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図５：植物文様を持つスキフォス杯（C. Maccabruni,“Ceramica Invetriata di etａ romana nel Pavese”, in 
Bollettino della Societａ Pavese di storia Patria ⅩⅩⅥ�ⅩⅩⅦ （１９７４�７５）, p.６２�fig.１）

図６：馬上から弓を射る人物が描かれたパルティアの施釉陶器（M. Rostovzeff, “The Parthian Shot”, 
AJA ４７ （１９４３）, pl.ⅩⅧ）
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図７：パルミラの彫像に彫られた杯（H. Ingholt, Studier over Palmyrensk Skulptur（Kobenhavn, １９２８）, 
pl.Ⅲ�１）


